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江
差
追
分
節
発
祥
の
江
差
に
追
分
歌
碑
が
建
立
さ
れ
る
。

　
　
　

鴎
の
な
く
音
に

　
　
　
　
　
　

ふ
と
目
を
さ
ま
し

　
　
　

あ
れ
が
蝦
夷
地
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
か
い
な

　

い
ま
江
差
追
分
の
な
か
で
最
も
多
く
親
し
ま
れ
唄
わ
れ
て
い
る

「
か
も
め
の
…
」
歌
碑
が
欲
し
い
と
い
う
声
が
出
て
か
ら
久
し
い
。

　

本
場
の
江
差
に
あ
る
べ
き
も
の
が
欠
け
て
い
る
気
さ
え
し
て
い
た
。

　

小
樽
祝
津
岬
や
寿
都
歌
棄
に
見
上
げ
る
よ
う
な
「
忍
路
高
島
…
」

の
歌
碑
が
早
く
か
ら
建
っ
て
い
る
こ
と
も
意
識
さ
れ
て
い
た
と
思
う
。

　

今
春
、
元
江
差
町
長
で
本
会
顧
問
の
本
田
義
一
さ
ん
が
「
追
分

節
顕
彰
碑
を
建
て
て
欲
し
い
」
と
私
に
寄
付
の
申
出
を
さ
れ
た
こ

と
に
よ
っ
て
建
立
が
実
現
で
き
る
の
は
う
れ
し
い
。

　

本
田
さ
ん
は
町
長
在
住
の
十
六
年
間
、
追
分
は
江
差
に
と
っ
て

か
け
が
え
の
な
い
文
化
だ
と
テ
レ
ビ
局
や
マ
ス
コ
ミ
に
百
度
参
り

し
て
力
説
し
て
き
た
。「
江
差
弁
の
追
分
町
長
か
」
と
ニ
ッ
ク
ネ
ー

ム
さ
え
あ
っ
た
。

　

追
分
会
館
の
建
設
に
取
組
み
、
そ
れ
が
生
涯
を
か
け
た
町
行
政

仕
上
げ
の
仕
事
と
し
て
完
成
さ
せ
た
。

　

追
分
記
念
碑
も
本
田
さ
ん
の
長
年
の
宿
願
だ
っ
た
と
思
う
。

　

四
月
二
十
五
日
本
年
度
の
総
会
で
追
分
会
支
部
会
員
の
ご
賛
同

を
得
て
建
立
計
画
が
決
定
さ
れ
、
実
現
に
向
っ
て
動
き
は
じ
め
、

江
差
追
分
節
記
念
碑
建
立
委
員
会
が
発
足
し
、
九
月
全
国
大
会
の

除
幕
を
目
標
に
取
組
ん
で
い
る
。
支
部
会
員
の
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
お
力
添
え
で
悔
い
の
な
い
記

念
碑
に
し
た
い
。

　

追
分
会
館
の
前
庭
に
建
つ
記
念
碑
が
人
々
の
目
を
魅
く
日
が
待

た
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
江
差
追
分
会
会
長
）



　

江
差
追
分
会
の
平
成
十
六
年
度
総
会
は
、
四
月
二
十
五
日
、
江
差
町
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
え
さ
し
で
開

か
れ
、
第
四
二
回
全
国
大
会
や
、
事
業
計
画
な
ど
を
決
定
し
た
。
こ
の
総
会
で
江
差
追
分
発
祥
の
地

で
あ
る
町
内
に
「
江
差
追
分
顕
彰
碑
」
を
建
立
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。　
　
　
（
取
材
・
松
村　

隆
）

　

平
成
十
六
年
度
追
分
会
予
算
は

三
千
六
六
六
万
八
千
円
（
前
年
比
九
二
万
増
）

と
な
っ
た
が
、
内
容
的
に
は
、
町
財
政
の
再
建

計
画
に
よ
り
収
入
町
補
助
金
一
二
七
万
六
千

円
、
追
分
会
館
の
委
託
料
一
五
七
万
五
千
円
と

大
幅
の
減
額
と
な
っ
た
。

　

支
出
で
は
事
務
局
費
二
二
三
万
円
（
会
館
窓

口
業
務
）
全
国
大
会
運
営
費
九
八
万
円
に
減
額

と
な
る
厳
し
い
運
営
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

町
の
逼
迫
し
て
い
る
財
政
は
当
分
好
転
の
見

通
し
が
た
た
ず
、
追
分
会
の
運
営
上
、
会
費
の

値
上
げ
改
正
が
長
年
の
課
題
と
し
て
論
議
さ
れ

て
き
た
。
昨
年
の
総
会
で
試
案
が
提
出
さ
れ
、

理
事
会
の
検
討
を
経
て
、
今
回
正
会
員
年
額
一

人
一
、五
〇
〇
円
が
二
、〇
〇
〇
円
に
改
正
さ
れ

る
値
上
案
が
決
定
さ
れ
た
。

　

一
方
追
分
会
員
の
高
齢
化
に
よ
り
支
部
会
員

の
減
少
傾
向
が
著
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

支
部
定
員
改
正
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
た
が
、

運
営
や
普
及
す
る
上
か
ら
現
行
の
方
針
を
変
え

な
い
こ
と
と
な
っ
た
。

　

追
分
顕
彰
碑
の
建
立
は
、
元
江
差
町
長
の
本

田
義
一
追
分
会
顧
問
が
「
顕
彰
碑
建
立
に
役
立

て
て
欲
し
い
」
と
百
万
円
を
寄
付
し
た
こ
と
か

ら
建
立
計
画
が
提
案
さ
れ
た
。

　

事
業
計
画
で
は
、
顕
彰
碑
建
立
委
員
会
を
発

足
さ
せ
、
全
国
の
追
分
会
支
部
、
会
員
、
愛
好

家
か
ら
寄
付
を
募
り
、
五
百
五
十
万
円
の
予
算

で
建
設
す
る
と
さ
れ
た
。
具
体
案
は
建
設
委
員

に
一
任
さ
れ
、
九
月
全
国
大
会
ま
で
に
建
立
す

る
予
定
。

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

　

七
月
七
日
欧
州
最
大
規
模
を
誇
る
英
国
の
ス

ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
国
際
音
楽
祭
に
出
場
し
た
江
差

追
分
大
会
優
勝
者
木
村
香
澄
さ
ん
（
三
〇
）
が
、

郷
土
音
楽
独
唱
部
門
で
優
勝
の
栄
冠
に
輝
い

た
。

　

一
九
四
七
年
か
ら
始
ま
り
、
毎
年
各
国
か
ら

一
流
レ
ベ
ル
の
音
楽
家
が
参
加
し
、
十
万
人
以

上
の
観
客
が
訪
れ
る
。

　

今
回
は
世
界
四
十
三
ヶ
国
の
四
百
の
団
体
個

人
が
応
募
。
郷
土
音
楽
独
唱
部
門
は
テ
ー
プ
審

査
を
経
た
十
二
人
が
六
日
の
予
選
で
三
人
に
締

ら
れ
決
勝
戦
が
行
わ
れ
た
。

　

木
村
さ
ん
は
着
物
姿
で
出
場
、
無
伴
奏
の
江

差
追
分
と
ギ
タ
ー
伴
奏
の
ソ
ー
ラ
ン
節
を
う
た

い
優
勝
し
た
。

　
「
く
ち
び
る
の
形
を
微
妙
に
変
え
、
声
量
を

制
御
し
た
歌
唱
法
が
素
晴
ら
し
い
」
と
審
査
員

か
ら
講
評
さ
れ
、
優
勝
の
メ
ダ
ル
を
涙
で
う
け

と
っ
た
。

　

木
村
さ
ん
は
二
日
に
ギ
タ
ー
伴
奏
関
ヒ
ト
シ

さ
ん
、
尺
八
山
田
正
明
さ
ん
と
江
差
を
出
発
、

世
界
追
分
祭
で
共
演
し
た
ロ
ン
ド
ン
在
住
の
音

楽
家
広
田
丈
自
さ
ん
や
英
国
北
海
道
人
会
の
激

励
を
う
け
て
音
楽
祭
に
臨
ん
だ
。

　
「
唄
に
磨
き
を
か
け
、
も
っ
と
江
差
追
分
の

良
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。



　

五
月
十
三
日
江
差
追
分
節
記
念
碑
建
立
委
員

八
名
を
委
嘱
、
濱
谷
一
治
会
長
を
委
員
長
に
委

員
会
が
構
成
さ
れ
た
。

　

委
員
会
で
は
本
年
九
月
第
四
二
回
全
国
大
会

ま
で
に
建
立
す
る
方
針
で
、
主
要
事
項
を
協
議

し
て
実
施
に
動
き
は
じ
め
る
。

　

一
、
設
置
場
所
は
追
分
会
館
の
前
庭
と
す
る
。

　

二
、
碑
文
は
本
唄
歌
詞
「
か
も
め
の
な
く
音

　
　
　

に
…
」
と
す
る
。

　

三
、
碑
文
揮
毫
は
地
元
書
家
を
選
ぶ
。

　

五
月
十
八
日
委
員
代
表
五
名
が
日
高
平
取
町

に
碑
石
調
査
に
出
向
き
、
大
量
の
石
材
の
な
か

か
ら
碑
石
の
大
き
さ
、
形
状
、
材
質
な
ど
を
検

討
の
上
、
追
分
記
念
碑
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も

の
を
選
定
し
た
。

　

碑
石
に
選
ん
だ
の
は
、
石
英
の
自
然
石
で
、

高
さ
三
・
六
メ
ー
ト
ル
巾
二
・
六
メ
ー
ト
ル
重
量

約
三
五
ト
ン
の
大
石
。
こ
の
碑
石
の
見
積
り
工
事

費
等
が
七
五
〇
万
円
（
諸
経
費
含
み
）
と
な
っ
た
。

　

工
事
費
等
が
計
画
額
の
五
五
〇
万
円
を
大
幅

に
上
廻
る
点
が
問
題
で
再
検
討
し
た
が
、
募
金

に
つ
い
て
は
、
支
部
、
会
員
の
ほ
か
一
般
有
志
、

企
業
に
も
拡
げ
て
資
金
確
保
に
取
組
む
こ
と
と

な
り
、支
部
会
員
に
対
し
て
も
当
初
一
口
（
一
万

円
）
の
口
数
を
増
口
し
募
金
を
お
願
い
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

　

記
念
碑
建
立
の
趣
意
を
碑
記
と
し
て
一
般
的

に
裏
面
に
掲
示
す
る
が
、
そ
の
表
題
を
『
江
差

追
分
節
の
里
』
と
表
示
す
る
こ
と
に
し
た
。
追

分
節
を
育
み
磨
い
た
北
辺
の
風
土
と
こ
の
地
で

生
き
抜
い
た
先
人
の
く
ら
し
を
表
徴
し
て
「
里
」

が
最
も
適
し
て
い
る
表
現
と
い
う
意
で
あ
る
。

　

碑
記
全
文
は
次
の
と
お
り
。
碑
記
は
石
の
形

状
か
ら
裏
面
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

碑　
　
　

記

　

遠
い
昔　

信
州
の
浅
間
山
麓
に
生
ま
れ
た

馬
子
唄
は　

北
前
船
の
船
子
や
旅
人
達
に

よ
っ
て　

こ
の
地
に
運
ば
れ　

波
の
調
べ
の

中
に　

北
辺
の
風
土
と
人
情
を
唄
い
込
ん
だ

名
曲　

江
差
追
分
節
と
な
っ
て　

美
し
く
花

開
い
た

　

き
び
し
い
北
国
の
暮
ら
し
に
耐
え
な
が
ら

こ
の
唄
を
守
り
育
て
た
先
人
の
心
を
受
け
継

ぎ　

唄
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
て
後
世
に
伝
え

る
こ
と
を
ね
が
う　

わ
れ
わ
れ
の
あ
つ
い
思

い
を
こ
め
て　

こ
の
碑
を
建
て
る

　
　

平
成
十
六
年
九
月

江　

差　

追　

分　

会

　
　
　

趣　

意　

書　

  （
写
）

　

民
謡
は
心
の
故
里
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
生
き
た
人
々
の
歴
史
が

唄
い
込
ま
れ
て
受
け
継
が
れ
、
人
々
の
心
を
惹

き
つ
け
ま
す
。

　

江
差
追
分
は
三
〇
〇
年
の
昔
か
ら
、
北
辺
の

厳
し
い
風
土
に
生
き
抜
い
た
人
々
の
生
き
様
が

唄
い
込
ま
れ
て
磨
か
れ
て
き
ま
し
た
。

　

江
差
で
生
ま
れ
た
追
分
節
が
、
地
域
を
越
え
、

国
を
超
え
て
多
く
の
人
々
に
愛
さ
れ
、
親
し
ま

れ
、
心
の
唄
と
し
て
大
き
く
成
長
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

日
本
人
の
魂
の
唄
と
ま
で
言
わ
れ
、
全
国
の

心
に
根
づ
い
た
江
差
追
分
の
象
徴
と
し
て
、
更
に

次
の
世
代
に
受
け
継
ぐ
思
い
を
込
め
て
『
江
差
追

分
節
記
念
碑
』
建
立
を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。

　

民
俗
文
化
と
し
て
の
「
江
差
追
分
節
」
を
保

存
・
伝
承
し
、
更
に
後
世
に
受
け
継
ぐ
た
め
に

ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
ご
支
援
下
さ
る
よ
う
心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

記
念
碑
建
立
委
員

は
次
の
と
お
り
。

　

濱
谷
一
治
（
会
長
）

青
坂
満
（
副
会
長
）

宮
下
正
司
（
副
会
長
）

近
江
八
声
、
小
笠
原

次
郎
、
房
田
勝
芳
、

下
川
部
久
治
（
以
上

上
席
師
匠
）
佐
々
木

基
晴
（
名
誉
師
匠
）

館
和
夫
、松
村
隆
（
以

上
学
芸
部
門
理
事
）



１　

ア
イ
ス
ラ
ン
ド

　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
仕
立
て
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

胸
を
締
め
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
悲
痛
な
傑
作
、

デ
ン
マ
ー
ク
映
画
『
ダ
ン
サ
ー
・
イ
ン
・
ザ
・
ダ
ー

ク
』
に
主
演
し
、音
楽
も
担
当
し
た
歌
手
ビ
ョ
ー

ク
は
、
二
〇
〇
〇
年
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
の
パ

ル
ム
ド
ー
ル
（
黄
金
の
シ
ュ
ロ
の
枝
。
最
高
賞
）

主
演
女
優
賞
を
得
て
い
る
。

　

ビ
ョ
ー
ク
は
、
一
九
六
五
年
、
ア
イ
ス
ラ
ン

ド
の
レ
イ
キ
ャ
ビ
ッ
ク
に
生
ま
れ
た
。
幼
い
と

き
か
ら
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
民
謡
や
童
謡
を
聞

き
な
が
ら
育
っ
た
。
地
元
で
音
楽
・
演
劇
活
動

に
才
能
を
示
し
、
二
十
八
歳
の
と
き
、
英
国
ロ

ン
ド
ン
に
移
住
し
、
世
界
的
な
音
楽
ア
ー
チ
ス

ト
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

　

ビ
ョ
ー
ク
の
育
っ
た
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
に
は
、

古
代
北
欧
歌
謡
、
神
々
と
英
雄
た
ち
の
叙
事
詩

『
エ
ッ
ダ
』
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
詩
が
歌
と
な

り
曲
節
に
乗
っ
て
演
唱
さ
れ
る
。

　

黄
金
時
代
の
歌
い
手
・
詩
人
に
、
ス
ノ
リ
・

ス
ト
ル
ル
ソ
ン
（
一
一
七
八
〜
一
二
四
一
年
）

が
い
た
。

　
「
ス
ノ
リ
の
エ
ッ
ダ
」
の
中
で
、
山
奥
育
ち

の
巨
人
の
娘
ス
カ
ジ
は
次
の
よ
う
に
歌
う
。

　
　

海
辺
の
寝
床
は　

海
鳥
の
鳴
く
声

　
　

耳
に
つ
き
て　

眠
ら
れ
ず

　
　

朝
ご
と
に　

鴎
は
沖
よ
り
帰
り

　
　

わ
れ
を
目
覚
め
さ
す

　

こ
れ
は
、も
う
「
鴎
の
鳴
く
音
に
…
」
の
ム
ー

ド
で
あ
ろ
う
。

　

夫
に
な
る
ニ
ョ
ル
ズ
は
海
辺
の
生
ま
れ
で
、

山
の
暮
ら
し
が
性
に
会
わ
な
い
。

　
　

山
は
嫌
い　

長
居
は
無
用

　
　

狼
の
遠
吠
え
よ
り
は

　
　

白
鳥
の
歌
が
快
い

　

こ
の
二
人
の
歌
を
合
わ
せ
、
ひ
と
捻
ね
り
す

る
と
、
雅
や
か
な
江
差
追
分
の
歌
詞
と
な
る
。

　
　

波
の
音　

聞
く
が
嫌
さ
に

　
　

山
家
に
住
め
ば

　
　

ま
た
も
聞
こ
え
る　

鹿
の
声

　

日
本
で
は
紀
州
熊
野
の
神
様
が
、
海
辺
の
御

宮
か
ら
、
山
の
御
宮
へ
遷
っ
た
と
き
に
歌
う
。

　
　

波
の
音　

聞
か
ず
が
た
め
の
山
籠
も
り

　
　

苦
は
色
変
へ
て　

松
の
風

２　

オ
ペ
ラ
の
ア
リ
ア

　

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
歌
劇
『
コ
シ
・
フ
ァ
ン
・

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

ト
ゥ
ッ
テ
』
で
、
姉
娘
の
ア
リ
ア
。

　
　

岩
礁
が
動
か
ず　

風
や
嵐
に
抗
し
て

　
　

武
装
し
て
強
い
よ
う
に

　
　

私
の
信
義
も
愛
も

　

江
差
追
分
で
は

　
　

荒
い
波
風　

や
さ
し
く
受
け
て

　
　

心
動
か
ぬ　

沖
の
岩

　

恋
人
の
船
出
に
は
「
風
よ　

穏
や
か
な
れ　

波
よ
静
か
な
れ　

す
べ
て
の
物
よ　

恵
み
を
賜

え
」
と
。
こ
れ
は
「
泣
い
た
と
て　

ど
う
せ
行

く
人　

や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ　

せ
め
て
波
風　

穏

や
か
に
」
で
あ
ろ
う
。　
　
　
（
江
差
追
分
会
理
事
）

　

六
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
、
バ
シ

コ
ル
ト
ス
タ
ン
共
和
国
シ
バ
イ
市
で
行
わ
れ
る

バ
シ
キ
ル
民
謡
祭
に
江
差
追
分
会
か
ら
四
名
の

代
表
を
参
加
さ
せ
る
こ
と
が
事
業
計
画
で
決
め

ら
れ
た
。

　

バ
シ
キ
ル
は
共
和
国
独
立
前
の
平
成
二
年
江

差
町
で
開
催
さ
れ
た
、
追
分
旋
律
の
唄
を
テ
ー

マ
に
し
た
『
世
界
追
分
祭
』
に
参
加
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
追
分
国
際
交
流
の
立
場
で
参
加

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

バ
シ
キ
ル
民
謡
祭
に
参
加
し
た
の
は
、
全
国

大
会
優
勝
者
浜
塚
良
幸
さ
ん
、
木
村
香
澄
さ
ん
、

三
味
線
演
奏
浅
沼
和
子
さ
ん
、
尺
八
演
奏
の
柳

谷
良
逸
さ
ん
で
あ
る
。

　

民
謡
祭
を
主
催
す
る
同
国
文
化
省
か
ら
追
分

会
に
参
加
招
聘
が
あ
っ
た
こ
と
で
派
遣
し
た
も

の
。●

第
二
十
七
回
江
差
追
分
全
国
大
会
優
勝
者

　
千
葉
栄
人
さ
ん
の
新
曲
発
売

　『
江
差
慕
情
・
江
差
追
分
』

　
　

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
カ
ラ
オ
ケ
付

　
　

定
価　

一
、〇
〇
〇
円
（
八
月
発
売
）

　
　

問
合
せ　

〇
一
九
ー
六
四
一
ー
三
六
七
五

　
　
　
　
　
　

盛
岡
市
み
た
け
二
丁
目
一
一
ー
二
五

追分研修会



　

昭
和
十
一
年
十
一
月
十
一
日
。
秋
晴
れ
。

　
“
戦
車
よ
り
で
か
い
機
関
車
が
汽
笛
を
鳴
ら

し
な
が
ら
黒
い
煙
を
だ
し
た
ら
、
ニ
シ
ン
が
逃

げ
る
の
で
は
”
と
い
う
心
配
を
よ
そ
に
、
江
差

の
街
で
は
朝
か
ら
み
ん
な
お
祭
り
気
分
の
よ
う

だ
っ
た
。
測
量
開
始
か
ら
五
年
余
り
、
念
願
の

鉄
路
・
江
差
線
の
開
通
の
日
で
あ
る
。

　

一
方
、
追
分
好
き
の
大
人
た
ち
は
、
祝
賀
行

事
の
ひ
と
つ
と
し
て
開
催
さ
れ
る
「
全
道
追
分

競
演
大
会
」
も
心
待
ち
に
し
て
い
た
。〈
追
分
〉

だ
っ
た
ら
、
余よ

そ
も
の

所
者
に
負
け
ら
れ
な
い
、
と
い

う
対
抗
意
識
。
い
わ
ゆ
る
地
元
が
札
幌
・
函
館

勢
な
ど
を
迎
え
う
つ
初
の
全
道
大
会
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
江
差
地
区
代
表
の
ひ
と
り
、
小
笠

原
亀
蔵
が
優
勝
し
た
の
だ
が
、
一ひ

と
き
わ際
拍
手
を
あ

び
て
注
目
さ
れ
た
の
が
、
函
館
の
山
本
麗れ

い
こ子
と

い
う
オ
カ
ッ
パ
姿
の
少
女
で
あ
っ
た
。

　

詰ず
み
き
い
し

木
石
（
節
）
で
も
新し

ん
ち地
（
節
）
で
も
な
い
。

こ
ん
な
素
直
で
、
清す

が
す
が々

し
い
気
分
に
し
て
く
れ

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

る
追
分
は
初
め
て
だ
、
と
い
っ
て
感
き
わ
ま
り
、

握
り
拳こ

ぶ
し
で
涙
を
ぬ
ぐ
う
男
も
い
た
な
か
で
、
熱

心
に
追
分
を
聴
い
て
い
る
イ
ガ
ク
リ
頭
の
少
年

が
ひ
と
り
。
こ
の
少
年
こ
そ
現
在
の
江
差
追
分

界
を
代
表
す
る
青
坂
満
師
匠
で
あ
っ
た
。

　

改
め
て
、
山
本
麗
子
さ
ん
を
紹
介
し
よ
う
。

　

本
名
・
山
本
レ
イ
。
大
正
十
一
年
十
二
月
五

日
生
れ
。
彼
女
は
函
館
上
磯
町
の
商
家
の
お
嬢

さ
ん
で
、
ご
両
親
の
寵ち

ょ
う
あ
い愛
を
う
け
て
育
つ
が
、

四
歳
の
と
き
不
幸
に
し
て
眼
が
不
自
由
に
な
る
。

で
、
盲
学
校
の
帰
り
道
、
ラ
ジ
オ
店や

の
前
で

民う

た謡
を
聞
い
て
感
動
し
、
レ
コ
ー
ド
で
追
分
を

覚
え
た
、
と
い
う
。
昭
和
八
年
（
十
二
歳
）、
函

毎
新
聞
主
催
の
民
謡
大
会
で
優
勝
し
、
テ
ー
ブ

ル
掛
け
を
受
賞
。
昭
和
十
年
（
十
四
歳
）、
函
館

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
大
会
に
出
場
し
、
江
差
追
分

で
優
勝
。
そ
し
て
、
既
述
の
競
演
大
会
出
場
。

　

レ
コ
ー
ド
会
社
も
、
こ
う
し
た
地
方
の
逸
材

を
発
掘
し
昭
和
十
二
年
、
ビ
ク
タ
ー
社
は
彼
女

中
心
に
数
多
く
リ
リ
ー
ス
し
、“
盲
目
の
歌
姫
”

“
天
才
的
少
女
歌
手
”
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。
昭

和
十
五
年
（
十
九
歳
）、一
座
の
座
長
と
な
っ
て
、

樺
太
ま
で
巡
行
。
こ
の
と
き
、当
時
十
一
歳
だ
っ

た
金
谷
（
三
橋
）
美
智
也
少
年
も
同
行
し
て
い

る
。

　

昭
和
八
年
か
ら
契
約
が
終
る
昭
和
二
一
年
ま

で
、
あ
の
激
動
・
混
乱
期
の
十
三
年
余
り
の
歌

手
生
活
。“
一
に
追
分
、二
に
博
多
、三
に
米
山
”

と
言
わ
れ
た
こ
ろ
の
民
謡
全
盛
時
代
を
想
い
出

し
な
が
ら
、
彼
女
は
話
を
し
て
く
れ
た
。

　
「
江
差
追
分
は
や
っ
ぱ
り
〈
民う

た謡
〉
の
王
様

で
す
ヨ
。
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
と
き
、
片
面
二

分
五
十
秒
位
で
歌
う
よ
う
に
、
と
よ
く
注
意
さ

れ
ま
し
た
。
追
分
は
な
か
な
か
満
足
し
ま
せ
ん
」

　
「
伴
奏
の
小
金
井
正
童
さ
ん
。
あ
の
方
は
実

は
、
段
物
（
語
り
物
）
が
得
意
な
ん
で
す
」

　
「
鎌
田
蓮
童
さ
ん
の
お
母
さ
ん
（
旅
館
業
）、

ヒ
ロ
子
師
匠
に
は
時
々
、
追
分
を
聞
い
て
も
ら

い
ま
し
た
。
坂
田
光
月
さ
ん
や
白
倉
新
月
さ
ん
、

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
」
…
「
あ
ら
ぁ
」
！？

　

お
互
い
話
に
夢
中
に
な
っ
て
、
時
が
経
つ
の

も
忘
れ
彼
女
の
顔
が
う
す
ボ
ン
ヤ
リ
と
し
て
き

た
と
き
、
慌
て
て
電
灯
を
点
け
て
く
れ
た
。
彼

女
に
は
灯あ

か

り
が
必
要
な
い
の
だ
が
、
人
を
思
い

や
る
気
持
が
、
そ
う
さ
せ
る
の
だ
ろ
う
。
お
茶

を
い
れ
て
く
れ
な
が
ら
、
自
然
と
で
る
笑
顔
が

と
て
も
健け

な
げ気
で
よ
ど
み
な
い
。〈
う
た
〉
で
人

柄
を
聞
く
、
と
は
こ
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。

　

彼
女
の
純ピ

ュ
ア粋
な
〈
追
分
心
〉
が
懐
し
い
。

（
江
差
追
分
会
理
事
）

山本麗子さん（昭和10、11年頃）

と
専
属
契
約
。
江
差

追
分
（
尺
八
・
小
金

井
正
童
ま
た
は
鎌
田

蓮
童
）
は
も
と
よ
り

松
前
三
下
り
、
博
多

節
や
米
山
甚
句
、
津

軽
よ
さ
れ
節
・
津
軽

小
原
節
な
ど
民
謡
を

　
い
さ
り
火
文
学
賞
松
村
隆
の
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
北
海
道
新
聞
夕
刊
連
載
は
じ
ま
る
。

　
五
月
十
一
日
か
ら
毎
週
火
曜
日
。

　

五
、六
歳
の
こ
ろ
か
ら
追
分
に
異
常
な
興
味

を
も
つ
青
坂
満
師
が
、
潮
の
匂
う
青
坂
節
の
境

地
を
開
く
ま
で
の
挫
折
と
苦
闘
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
綴
る
。
い
さ
り
火
文
学
賞
作
者
の
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
。

　

青
坂
満
師
の
わ
ら
し
時
代
か
ら
の
秘
め
ら
れ

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、
鴎
島
の
自
然
や
生
家
家
族

の
か
か
わ
り
の
な
か
で
展
開
さ
れ
る
。
師
の
少

年
期
か
ら
の
成
長
過
程
の
人
間
像
が
、
本
場
の

追
分
風
土
を
背
景
に
描
か
れ
る
初
の
半
生
記
。

　
「
次
に
な
に
が
出
る
か
、
青
坂
さ
ん
の
生
い

た
ち
が
と
て
も
面
白
い
。
青
坂
さ
ん
の
成
長
と

追
分
の
移
り
変
り
も
よ
く
分
か
っ
て
楽
し
い
」

と
連
載
が
町
の
話
題
を
よ
ん
で
い
る
。

　
「
い
ま
追
分
界
の
頂
点
に
あ
る
青
坂
師
の
人

間
味
豊
か
な
生
き
様
を
追
分
風
土
を
背
景
に
し

て
書
い
て
見
た
い
。
地
元
で
な
け
れ
ば
分
ら
な

い
よ
う
な
人
間
像
を
追
っ
て
い
る
」

筆
者
は
語
る
。

　

夕
刊
「
み
な
み
風
」
毎
週
火
曜
日
連
載
、
渡

島
桧
山
、
函
館
版
、
十
二
月
ま
で
二
十
数
回
の

予
定
。



１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

　

江
差
追
分
の
源
が
、
そ
の
昔
、
浅
間
三
宿
と

よ
ば
れ
た
、
軽
井
沢
、
沓
掛
、
追
分
あ
た
り
の

馬
子
唄
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
は
、
今
日
、
大

方
の
見
方
に
な
っ
て
い
る
。

　

近
世
の
初
め
か
ら
、
し
だ
い
に
整
備
さ
れ
た

中
山
道
の
宿
場
に
は
、
人
馬
の
継
立
て
を
行
う

問
屋
場
が
あ
り
、
馬
子
達
は
年
寄
の
監
督
の
も

と
、
馬
指
や
帳
附
け
と
よ
ば
れ
る
下
役
の
差
図

に
従
っ
て
人
や
貨
物
の
輸
送
に
あ
た
っ
た
。
そ

の
他
、
大
名
な
ど
高
位
の
通
行
人
が
あ
る
と
き

は
、
近
郷
か
ら
人
や
馬
が
駆
り
出
さ
れ
る
助
郷

と
い
う
制
度
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
臨
時
に

働
く
馬
子
や
、
内
職
仕
事
に
商
用
荷
物
や
地
元

民
の
生
活
物
資
を
運
ぶ
、
中
馬
稼
ぎ
と
よ
ば
れ

る
百
姓
の
馬
子
達
も
居
た
。

　

伝
馬
の
制
で
は
、
宿
駅
間
に
定
め
ら
れ
た
賃

銭
が
あ
っ
た
が
、
各
時
代
を
通
じ
て
低
く
お
さ

え
ら
れ
、そ
の
上
、本
馬
一
頭
当
り
四
十
貫
（
約

一
五
〇
キ
ロ
、
人
が
乗
っ
て
い
る
場
合
は
そ
の

半
分
）
と
い
う
規
定
以
上
に
荷
物
を
負
わ
せ
た

り
、
大
し
て
必
要
も
な
い
の
に
夜
道
を
急
が
せ

た
り
、
主
人
の
権
勢
を
か
さ
に
粗
暴
な
振
舞
い

を
す
る
な
ど
、
馬
子
達
に
と
っ
て
迷
惑
千
万
な

客
が
絶
え
な
か
っ
た
。

　

公
用
の
馬
方
や
人
足
で
さ
え
、
そ
の
よ
う
な

状
況
で
あ
っ
た
か
ら
、
問
屋
口
銭
を
納
め
な
い

闇
荷
物
を
運
ぶ
中
馬
稼
ぎ
の
馬
子
達
の
生
活
条

件
は
、
さ
ら
に
貧
し
く
惨
め
な
も
の
だ
っ
た
よ

う
で
、
追
分
節
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、

　

信
州
中
馬
は
乞
食
に
お
と
る

　
　
　

乞
食
夜
寝
て　

昼
か
せ
ぐ

と
い
う
夜
曳
き
唄
の
文
句
が
遺
さ
れ
て
い
る
。

　

と
も
あ
れ
、
三
宿
の
中
で
も
追
分
が
お
か
れ

た
環
境
は
も
っ
と
も
劣
悪
で
、
そ
れ
だ
け
に
追

分
宿
に
付
属
し
て
働
い
た
馬
子
達
の
生
活
も
厳

し
い
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

享
保
元
年
（
一
七
一
六
）、
追
分
宿
か
ら
幕

府
の
巡
見
使
に
差
出
さ
れ
た
歎
願
書
に
は
、「
追

分
宿
之
儀
、
浅
間
腰
霧
下
石
地
川
原
に
て
作
徳

一
圓
無
御
座
候
」
と
、
恵
ま
れ
な
い
土
地
柄
を

述
べ
た
後
、
先
年
の
飢
饉
の
た
め
、
米
、
大
豆

等
が
値
上
り
し
、
馬
の
飼
料
に
も
事
欠
き
、
ま

た
旅
客
や
貨
物
も
減
少
し
て
伝
馬
の
役
が
勤
ま

ら
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
と
し
て
、
賃
銭
の

増
額
と
諸
大
名
の
通
行
を
懇
願
し
て
い
る
。

　

追
分
宿
が
他
の
宿
よ
り
生
活
条
件
が
厳
し
く

難
澁
し
て
い
る
と
訴
え
る
の
に
は
理
由
が
あ

る
。
そ
れ
は
中
山
道
と
北
国
街
道
の
分
岐
点
に

位
置
し
て
い
る
た
め
、
三
方
に
人
馬
の
継
立
て

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
負
担
が
大
き
い
こ
と
、

碓
氷
峠
を
抱
え
て
定
め
の
賃
銭
も
高
く
、
幕
府

か
ら
特
別
の
扶
助
米
を
貰
っ
て
い
る
軽
井
沢

や
、
田
畑
が
比
較
的
多
く
、
上
州
の
大
笹
方
面

か
ら
の
商
用
荷
物
に
よ
る
利
得
が
多
い
沓
掛
に

く
ら
べ
て
、
そ
の
よ
う
な
収
入
が
全
く
な
い
追

分
宿
は
、
そ
の
分
余
計
に
生
活
が
き
び
し
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
の
よ
う
な
歎
願
を
重
ね
た
末
に
下

付
さ
れ
る
拝
借
金
は
、
多
く
の
場
合
、
公
辺
に

利
息
を
つ
け
て
返
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
後

に
は
そ
の
一
部
が
宿
場
維
持
の
た
め
の
積
立
金

に
あ
て
ら
れ
た
と
は
い
え
、
日
頃
か
ら
苦
し
い

宿
場
住
民
の
暮
ら
し
を
圧
迫
す
る
要
因
の
一
つ

に
な
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

　

広
い
野
原
で
、
天
衣
無
縫
の
追
分
節
を
唄
っ

て
い
た
で
あ
ろ
う
追
分
馬
子
衆
の
生
活
も
、
各

時
代
を
通
じ
て
、
内
実
は
か
な
り
苦
し
い
も
の

で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
江
差
追
分
会
理
事
）

　

愛
知
三
河
支
部
（
渡
辺
傅
次
郎
支
部
長
）
は

十
二
月
十
九
日
、豊
田
市
市
民
文
化
会
館
で
『
江

差
追
分
う
た
が
た
り
・
江
差
の
ま
つ
り
』
の
開

催
に
取
組
ん
で
い
る
。

　

こ
の
企
画
は
江
差
追
分
を
育
ん
だ
江
差
の
歴

史
文
化
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
江
差
追
分
と
江

差
の
唄
を
語
り
で
紹
介
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　

出
演
は
支
部
会
員
と
江
差
か
ら
青
坂
満
、
近

江
八
声
、
小
笠
原
次
郎
、
辻
真
由
美
、
木
村
香

澄
（
以
上
唄
）
と
踊
り
石
田
久
枝
、
竹
田
美
恵

子
な
ど
が
出
演
の
予
定
。

　
「
追
分
の
陰
影
・
江
差
」
松
村
隆
写
真
展
と

同
時
展
示
。

　

出
演
構
成

第
一
部　

江
差
の
ま
つ
り
、
唄
と
語
り
で
綴
る

　
　
　
　

追
分
節
、
江
差
の
母
唄
、
兄
弟
唄

第
二
部　

江
差
追
分　

唄
と
踊
り
共
演



　

六
月
八
日
石
川
会
ハ
ワ
イ
州
支
部
（
ロ
イ
オ

オ
タ
ケ
支
部
長
）
で
は
ホ
ノ
ル
ル
市
で
、
設
立

十
周
年
記
念
大
会
を
開
催
、
日
本
か
ら
指
導
に

当
っ
て
い
る
石
川
恵
司
さ
ん
（
東
京
恵
鴎
会
支

部
長
）
青
坂
満
、
小
笠
原
次
郎
上
席
師
匠
と
日

立
桑
の
実
会
支
部
追
分
踊
り
会
員
（
桑
名
節
子
、

鈴
木
昌
子
、
小
又
ミ
キ
子
）
を
招
い
て
江
差
追

分
と
追
分
踊
り
を
披
露
し
、
記
念
大
会
を
盛
り

あ
げ
た
。

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

　

大
会
は
市
内
の
ホ
テ
ル
を
会
場
に
三
百
人
が

参
加
し
本
場
の
江
差
追
分
に
熱
中
し
た
。

　

ハ
ワ
イ
州
支
部
は
石
川
恵
司
さ
ん
の
指
導
で

追
分
愛
好
者
二
十
名
で
平
成
六
年
に
結
成
。
以

来
石
川
さ
ん
は
毎
年
二
回
自
費
で
指
導
に
出
向

い
て
お
り
、
支
部
か
ら
は
全
国
大
会
に
代
表
を

出
場
さ
せ
て
い
る
。

　

出
演
し
た
の
は
第
35
回
全
国
大
会
優
勝
者
細

川
澄
美
枝
さ
ん
、
尺
八
森
田
力
雄
さ
ん
、
ソ
イ

掛
け
森
田
力
志
さ
ん
（
以
上
尼
崎
支
部
）
三
味

線
平
地
千
鶴
子
さ
ん
（
大
阪
な
に
わ
支
部
）
踊

り
早
瀬
タ
ミ
さ
ん
、
前
川
一
枝
さ
ん
（
神
戸
支

部
）
の
方
々
で
し
た
。

　

出
演
に
は
神
戸
支
部
山
田
小
夜
子
さ
ん
の
呼

び
か
け
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

　

江
差
追
分
会
ブ
ラ
ジ
ル
支
部（
石
川
諭
支
部
長
）

は
五
月
二
日
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
の
北
海
道
協
会
会
館

で
、
第
十
五
回
江
差
追
分
ブ
ラ
ジ
ル
大
会
を
開
催

し
、
全
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
一
二
〇
人
が
出
場
、
競
演

し
た
。

　

江
差
追
分
は
、
子
供
、
高
年
、
一
般
、
優
勝
者

の
四
部
門
で
競
演
が
行
わ
れ
、
特
に
本
年
江
差
町

で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
を
決
め
る
代
表
選

出
の
優
勝
者
部
門
で
は
、
ベ
テ
ラ
ン
の
出
場
者
を

抑
え
て
、二
世
の
新
人
海
藤
紀
世
さ
ん
（
一
九
歳
・

タ
ウ
バ
市
在
住
）
が
優
勝
し
て
江
差
へ
の
出
場
を

決
め
た
。

　

各
部
門
優
勝
者
子
供
の
部
久
保
さ
ゆ
り
・
高
年

の
部
会
田
郁
子
・
一
般
の
部
猪
又
直
子
・
再
優
勝

者
の
部
海
藤
晶
子
・
ブ
ラ
ジ
ル
支
部
代
表
海
藤
紀

世
・
審
査
員
特
別
賞
安
田
祐
規
柄
。

優勝  海藤紀世さんと石川支部長

　

四
月
十
一
日
明
石
市
市
民
会
館
で
行
わ
れ
た

第
24
回
明
石
市
民
謡
連
合
会
発
表
会
で
、
関
西

地
区
追
分
会
支
部
の
メ
ン
バ
ー
が
、
江
差
追
分

と
追
分
踊
り
で
ゲ
ス
ト
出
演
し
て
つ
め
か
け
た

観
衆
の
好
評
を
博
し
た
。

石川会ハワイ州支部　十周年記念大会



　

平
成
十
六
年
度
功
労
表
彰
者
と
し
て
長
年
に

わ
た
っ
て
支
部
指
導
者
ま
た
伴
奏
者
と
し
て
指

導
育
成
と
普
及
に
功
績
の
あ
っ
た
次
の
三
氏
を

決
定
し
た
。

　

尾
　
形
　
綾
　
子　

旭
川
東
支
部
長

　

矢
　
吹
　
　
　
　　

登
別
隆
声
会
支
部
長

　

福
　
田
　
照
　
明　

和
春
会
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
尺
八
伴
奏
）

　

平
成
十
六
年
四
月
二
五
日
理
事
会
に
お
い
て

新
た
に
三
支
部
が
承
認
さ
れ
、
同
日
の
総
会
で

承
認
証
が
交
付
さ
れ
た
。

　

一
、
早
来
町
清
志
会
支
部　

会
員
二
六
名

　
　
　
　

支
部
長　

畠
　
山
　
　
　
清

　

一
、
伊
達
湖
声
会
支
部　
　

会
員
二
〇
名

　
　
　
　

支
部
長　

青
　
砥
　
　
　
弘

　

一
、
札
幌
眞
　
支
部　
　
　

会
員
二
六
名

　
　
　
　

支
部
長　

平
　
中
　
眞
　
吉

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

□
追
分
節
記
念
碑
の
碑
石
選
び
に
建
立
委
員
代

表
が
日
高
平
取
町
に
出
向
い
た
。

　

江
差
の
文
化
を
代
表
す
る
頼
三
樹
三
郎
の

「
百
印
百
詩
」
と
「
江
差
八
勝
」
そ
れ
に
「
江

さ
し
草
創
刊
百
号
記
念
碑
」
の
碑
石
も
そ
こ
か

ら
選
ん
だ
。

　

広
大
な
石
置
場
に
山
積
さ
れ
て
い
る
大
小
さ

ま
ざ
ま
の
石
の
中
か
ら
、
大
き
さ
、
形
状
、
材

質
が
追
分
歌
碑
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
選
び
出

し
た
。
二
、三
点
を
更
に
見
比
べ
て
碑
石
を
決

め
た
。
海
や
波
を
感
じ
さ
せ
追
分
表
現
に
ぴ
っ

た
し
だ
と
い
う
意
見
が
強
か
っ
た
。

□
「
か
も
め
の
な
く
音
に
ふ
と
目
を
さ
ま
し
…
」

の
本
唄
を
碑
文
に
す
る
方
針
が
決
め
ら
れ
て
い

た
。
追
分
の
歌
碑
で
あ
る
。
追
分
歌
詞
は
ほ
か

の
も
の
も
含
め
て
、
北
の
自
然
と
そ
こ
で
生
き

抜
い
た
庶
民
生
活
が
長
年
に
わ
た
っ
て
詩
わ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
詞
は
最
も
親
し

ま
れ
て
唄
わ
れ
て
き
た
詞
で
あ
る
。
庶
民
文
学

の
粋
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　

こ
の
追
分
節
歌
碑
が
他
の
文
学
碑
と
な
ら
ん

で
唄
文
化
を
創
り
あ
げ
て
ゆ
く
に
違
い
な
い
と

思
っ
た
。

□
今
号
は
平
成
十
六
年
度
総
会
記
事
が
中
心
に

な
っ
た
が
、
海
外
支
部
や
派
遣
活
動
が
き
わ

だ
っ
て
い
た
。

　
　
　
【
編
集
】　

岩
淵
啓
介
・
松
村　

隆

　
　
　
　
　
　
　

館　

和
夫
・
高
田　

裕

　
　
　
【
企
画
】　

山
崎　

透
・
森
山
弘
之

　
　
　
　
　
　
　

沢
田
博
生

　

平
成
十
六
年
四
月
二
五
日
理
事
会
に
お
い
て

正
師
匠
な
ど
新
た
に
指
導
資
格
者
が
認
定
さ
れ

同
日
の
総
会
で
認
定
書
が
交
付
さ
れ
た
。

　

正
師
匠　

浅
沼　

春
義
（
和
春
会
支
部
）

　
　
　
　
　

渋
田　

義
幸
（
厚
沢
部
美
和
支
部
）

　

師
　
匠　

吉
田　

泰
子
（
苫
小
牧
支
部
）

　
　
　
　
　

佐
々
木
洋
子
（
旭
川
支
部
）

　
　
　
　
　

松
本　
　

力
（
東
京
葛
飾
支
部
）

　
　
　
　
　

坪
田　

昭
信
（
乙
部
鴎
翔
会
支
部
）

　

準
師
匠　

佐
竹　

春
敏
・
豊
田　

礼
子

　
　
　
　
　

細
川
澄
美
枝
・
松
長　

辰
雄

　

講
　
師　

飯
尾　

利
雄
・
森
井　

洋
祐

　
　
　
　
　

川
奈
野
栄
子
・
桝
川
チ
エ
子

　
　
　
　
　

湊
谷
喜
津
子

　

準
講
師　

高
木　

典
征
・
青
砥　
　

弘

　
　
　
　
　

林　
　

良
幸
・
菅
野　

繁
子

　
　
　
　
　

鈴
木　

紘
鳳
・
島　
　

節
子

　
　
　
　
　

松
村　

善
樹
・
丹
野　

武
夫

　
　
　
　
　

江
成　

謙
一
・
永
井　

嘉
子

　
　
　
　
　

渡
辺　

欣
三
・
須
山　
　

登

　
　
　
　
　

石
井　

建
三

　

今
年
度
の
第
二
回
江
差
追
分
会
理
事
会
が
七
月

十
七
日
江
差
町
で
開
催
さ
れ
、
二
八
名
の
理
事
が

出
席
し
次
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一
．
第
四
二
回
江
差
追
分
全
国
大
会
開
催
要
綱
に

　
　

つ
い
て

　

・
九
月
十
七
日
の
大
会
開
始
時
刻
を
十
時
三
十

　
　

分
か
ら
と
す
る
。

　
　

大
会
開
始
時
刻
は
例
年
九
時
か
ら
で
あ
る
が

　
　

九
月
十
七
日
午
前
九
時
よ
り
、
江
差
追
分
会

　
　

館
前
庭
に
お
い
て
追
分
記
念
碑
除
幕
式
を
執

　
　

り
行
な
う
こ
と
か
ら
、
今
年
に
限
り
開
始
時

　
　

刻
を
変
更
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

・
大
会
の
内
容
等
は
前
年
度
と
同
様
と
す
る
。

二
．
支
部
奨
励
賞
の
表
彰
基
準
に
つ
い
て

　

支
部
の
励
み
に
な
れ
ば
と
の
思
い
か
ら
、
昨
年

度
か
ら
創
設
さ
れ
た
支
部
奨
励
賞
の
表
彰
基
準
に

つ
い
て
は
、
各
理
事
か
ら
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ

検
討
の
結
果
、
次
の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
．
支
部
設
置
十
年
以
上
で
、
会
員
数
が
四
十

　
　
　

名
以
上
。

　

ロ
．
支
部
設
置
十
年
以
上
で
、
支
部
活
動
に
お

　
　
　

い
て
、
顕
著
な
活
動
実
績
が
あ
る
。

　

ハ
．
イ
又
ロ
に
該
当
し
、
地
区
運
営
協
議
会
を

　
　
　

経
由
し
提
出
さ
れ
た
も
の
。

　

※
表
彰
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
の
審
議

　
　

を
経
て
決
定
さ
れ
る
。

　

審
議
さ
れ
た
主
な
事
項
を
記
載
い
た
し
ま
し
た

が
、
そ
の
他
事
項
で
追
分
会
の
今
後
の
運
営
等
に

つ
い
て
建
設
的
な
意
見
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
盛
会

の
う
ち
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。


